sound, vision, sou I 


—般電話 03-5496-2986 

月曜〜金曜 

9:30〜18:00 

±曜•日曜•祝日 

9:30〜12:00、13:00〜17:00 

(弊社休業曰を除さます。） 


《フ U —フオンおよびフ U —タイヤルは、 
携帯電話- PHS からはご利用になれませ 
ん。一般電話は、携帯電話- PHS からご 
利用可能ですび、通話料びかかります。 


S-LX 



お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pioneer.jp/support/ 

カスタマーヴポートセンター 

y 0070-800-8181-22 


取扱説明書 


スピーカーシステム 


受付時間 




このたびは、パイオニアの製品をお買い巧めいたださましてまことに 
ありびとラございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。なお、 
「取扱説明書」は「保証書」、「ご相談窓□のご案内•修理窓□のご案 
内」と一緒に必ず保管してください。 


ままに正し < お使いいただ < ために 

絵表示について 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使 
いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に 
防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意 
味は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 

A ミ主意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び損害を負ラ巧 
能性び想定される内容、および物的損害のみの発生び想定される 
内容を示しています。 

給表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む）しなければな5ない内容である 
ことを示していまず。 

( S ) 記号は禁止(やってはいけないこと)を示しています。 


参記号は行動を強制したり指示ずる内容を示していまず。 


付属クリーニングク□スの取 D 巧いについてのお願い 


ホコ U などで巧れたままのク U —ニングク□スを使用すると、本機の 
表面にキズびつく恐れびあります。ク U —ニングク□スび巧れたとさ 
には、じ(下のよラに洗濯をしてください。 

• 中性洗剤を]%程度に薄めて、をみ洗いをしてください。そのあと、 
洗剤び残らないように十分にすすぎ洗いをし、乾燥後ご使用ください。 
• 洗濯した際に色落ちする場合びありますび、おさ取り性能には問題 
ありません。 

ク U —ニングク□スを紛失されたりミちれびひどくなった場合は、お近 
くの販売店でク U —ニングク□スをごを文いただくか、直接部品受を 
センター （7 ページ参照)でご購入をお願いいたします。 

また、代用品として市販の眼鏡レンズ}式さなどを購入されてもご使用 
いただけます。 


ご使用の前に 


〇 このスピーカーシステムの公称インピーダンスは、6 0で 
す。負荷インピーダンスび6 0対応のアンプ(スピーカー出 
力端テに6 0の表示びあるもの）へ接続してお使いくださ 
い。 


A スピーカーを過大入力による破損から守るため下記のを意 
事項をお守りください。 

• 許容入力上を入力しない。 

•グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強する場 
合、音量を上げすざない。 

• ル出カアンプで無理に大さな音を出さない（アンプの高調 
波歪び増え、スピーカーを破損することびある)。 


A ミ主意 


音のエチケット 



[ 音のエチケットつ 


楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちの 
です。隣近所へのおもいやりを十分にいたしま 
しよう。ステレオの音量はあなたの必びけ次第で 
大さくもルさくもなります。 

特に静かな夜間には小さな音でち通りやすいち 
のです。夜間の音楽鑑賞には気を配りましよラ。 
近所へ音び漏れないように窓を閉めたり、ヘッド 
ホンで聴くのもひとつのち法です。お互いに/こ\を 
配り、快い生活環境を守りましよラ。 


キヤビネットのお手入れ 

通常は、柔らかい巧でから}式きしてください。ミちれびひどい場合は水 
で己〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、 
巧れを}式さ取り、そのあと乾いた布で}式いてください。アルコール、 
シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると印刷、塗装などびはげ 
ることびありますのでご注意ください。また、化学ぞうさんなどをお 
使いの場合は化学ぞラさんなどに付属のを意事項をよくお読み<だ 
さい。 

パネル表面のお手入れ 

本機のパネル表面は、付属のク U —ニングク□スで軽くから}式きして 
<ださい。 

ごを意 


•ホコ U の付いた布や硬い布でおいたり、強くこすったりすると表面 
に傷びつくことびあります。 

• パネル表面を濡れた布で}式 < と、水滴などび本機の表面をつたって 
内部に侵入し故障の原因となることびあります。 

から}式さしても巧れび落ちない場合は、当社カスタマーヴポートセン 
夕一 (7 ページ参照)へご相談ください。 


0 •ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置 
かないでください。落ちたり、倒れたりしてけびの原因 
となることびあります。 

A . テレビ、オーディオ機器等に本機を接続する場合は、そ 
れぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説 
明に従って接続してください。また、接続は市販のコー 
ドを使用してください。 

地震などによる製品の転倒-落下を防止するために、設 
置の際は転倒-落下防止対策を必ず行ってください。 
詳しくは、6ページをご覧ください。 

組み立て、取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、 
改造、天災などによる事故損傷については、当社は一切 
責任を負いません。 


使用方}去 


音び歪んだ状態で長時間使わないでください。スピー 
カーび発熱し、故障や乂災の原因となることびあります。 

0 •本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。特 
におテ様はごを意ください。倒れたり、壊れたりしてけ 
びの原因になることびあります。 







付属品の巧認 


ホームシアターでのごほ用について 


• ブラケット(スピーカー用. 3) X 2 

ル 1| 。 D 



• ブラケット(壁用•左 ）XI 



• ブラケット(壁用•も ）XI 



• ネジ辰 )X 8 

がががが 
がががが 

• ネジ(慰 X 4 

がががが 

• ク U —ニングク□ス XI 
• 壁掛け設置用台紙(左 ）X ] 

• 壁掛け設置用台紙(ち） X 1 
• 取扱説明書(本書） 

• 保証書 

• ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内 


このスピーカーシステムは、パイオニアプラズマテレビと組み合わせ 
て使用することで、インテ U アにマッチし、優れた音響効果を楽しむ 
ことびでさます。 

本機は ホームシアター システムのサラウンド スピーカーと して使用 
することちでさます。 

本機は！;(下のよラにお部屋に設置してください。 


フ□ント左 テレビ フ□ントち 



眉 % 

サラウンド左 サラウンドち 


フ□ント左ちのスピーカーは、できるだけテレビの画面と同一平面上 
に設置してください。 

左ちのスピーカーは U スニングポジションに対して等距離になるよ 
う設置すると、自然なステレオ感び得られます。スピーカーコードも 
左ちで同じ長さになるようにしてください。 

本機は、音の指向性をコント□ールする特殊な構造を採用しているた 
め、ちと左でスピーカーび異なります。フ□ントちとサラウンド左び 
共用です。また、フ□ント左とサラウンドちび共用です。 

サラウンドスピーカーとして使用する場合、フ□ントちをサラウンド 
左に、フ□ント左をサラウンドちに設置してください。 

• センタースピーカーは S-LX7 日 C のご使用をお勧めします。 

• サブウーファーは S-LX7 日 W のご使用をお勧めします。 


スピーカーグリルについて 

本機のグ U ルは、取り外すことびできません。無理に外そうとすると 
グ LU レ破損の原因となることびありますのでおやめください。 













































設置について 

本機は床や棚に直接置くことはでさません。必ず、付属のブラケット 
を使用して壁に取り付けるか、別売りのスピーカースタンド CP- 
LX7 日（フ□アスタンド）または CP-LX7 日 TS (テーブルトップスタン 
ド)を使用して、床またはラックの上に設置してください。 

• 本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシステムですび、 
設置の仕ちによっては、色ムラび生じる場合びあります。その場合 
は、一度テレビの電源を切り、1已分から3日分後に再びスイッチを 
入れてください。テレビの自己消磁機能により、画面への影響び改 
善されます。その後も色ムラを発生するような場合には、スピー 
カーをさらに離してご使用ください。近くに磁石や磁気を発生する 
ものび置かれている場合には、本機との相互作用により、テレビに 
色ムラを発生する場合びありますので、設置にごを意ください。 


壁に取0付ける 


• 取り付け前に壁などを調べ、製品の重量に十分耐える取り付け 
強度びあることを確認してください。 

• 本機を壁に取り付ける場合は、重量，取付ち法によっては落下， 
転倒などの危険性びあります。事故のないように十分ま意して 
<ださい。 

• 壁に取り付けるためのネジは付属していません。柱や壁の強度 
や材質に合わせたをのを使用してください。 

壁の強度び不明な場合や、取り付けび困難な場合は、専門業者に 

設置を依頼してください。 


テレビの左ちの壁など、本機の取り付け場所び決まったら、下の手 
順で スピーカーを 固定します。 

ブラケット(スピーカー用）は2種類び付属しています。パイオニアプ 
ラズマテレビと組み合わせて設置する場合は L タイプを使用してく 
ださい。壁に密着して取り付けたいとさは、 S タイプを使用します。 
壁に固定するブラケットは左ちで形び異なります。間違えないように 
固定してください。 



スピーカーコードを接続する際は、1；(下の点にごを意ください。 

• スピーカーコードの芯線びはみ出して、芯線どうしび触れた 
りするとアンプに過大な負荷び加わつて動作び停止したり、 
故障することびあります。 

• 端テに接続したあとスピーカーコードを軽く引いて、スピー 
カーコードの先端び端テへ確実に接続されていることを確か 
めてください。不完全な接続は、音びとざれたり、雑音び出 
たりする原因となります。 

• アンプに接続したとさに、片方（ちまたは左）のスピーカーシス 
テムの極性（+、一）を間違えてつないだ場合、正常なステレ 
才効果び得られなくなります。 



2. 設置する壁面に、付属の壁掛け設置用台紙を貼り付ける 

• 壁掛け設置用台紙は左ちで異なります。 

台紙をテープなどで水平に固定します。このとさ台紙び傾いてい 
ると、スピーカーをななめに固定してしまう恐れびありますの 
で、よくご確認ください。 

テレビに近すざると、取り付けの際にぶつかってスピーカーを固 
定できないことびあります。テレビと台紙び重ならないようにご 
を意 < ださい。 

台紙(左） 台紙(ち） 



1 . スピーカーコー ドを接続する 

スピーカーを壁に固定する前に、スピーカーコードの接続を行つ 
て < ださい。 

本機にはスピーカーコードは付属していません。スピーカーコー 
ドは次の点にを意してお選びください。 

• でさるだけ太い芯線のをのを使用し、必要！;(上に長くしない 
で < ださい。 

• 左ちの長さび異なる場合は、長いちに合わせて同じ長さにし 
て使用してください。 

• 種類により固有のキャラクターを持つものびあります。ミ主意 
してご使用ください。 

• 接触お巧びでさるだけルさくなるよラに、スピーカー端テと 
アンプへの接続はしっかり固定してください。 


3. 左ちのブラケット(壁用)を台紙の指示位置に仮止めする 

ブラケット(壁用)を台紙の指示位置に合わせたら、「ネジ止め位置 
(A)」 をネジ(推奨ネジ径6 mm) で仮止めします。 

台紙とのずれびないよラに微調整をしてください。 

• 下図はブラケット（壁用•ち）を取り付ける場合を示しています。 






























































4. 左ちのブラケット(壁用)を固定する 

壁のネジ止め巧能な位置に合わせて、「ネジ止め位置旧)」をネジ 
(推奨ネジ径6 mm ) で4力所(推奨)固定します。最初に仮止めした 
「ネジ止め位置 ( A )」 のネジもしっかりと固定してください。ス 
ピーカーを取り付けたとさに、ぐらついたり、落下の危険のない 
ように複数箇所をしっかり固定してください。 

• このあと、台紙を引っ張ってミシン目に沿って取り除いてく 
ださい。 

• 下図は己力所 （ 推奨位置：「ネジ止め位置 （ A )」 と「ネジ止め位 
置旧)」の四隅）をネジ止めする場合の例です。 



6. スピーカーをブラケット(壁用)にはめ合わせる 

• 図はブラケット(スピーカー用)にスピーカーを固定していない 
状態で説明しています。 

■スピーカー左の場合 

スピーカーに取り付けたブラケットち側の下端を、ブラケット 
鹰用-左)のガイドの上にななめち向から乗せます(下図0)。 
次に、ブラケットどうし左側を当てて、同じ角度になるようにし 
ます(下図©)。 

少しちに移動させてち側の突起部をブラケット(壁用-左)の溝に 
合わせてから、止まるまで下におろします(下図©)。 



5. スピーカーにブラケット(スピーカー用)を取り付ける 

付属のネジ(長)を使用して、4力所を固定します。 

ブラケットには向きびあります。下図を参考にして、正しい向き 
に取り付けてください。 



■スピーカーちの場合 

スピーカーに取り付けたブラケット左側の下端を、ブラケット 
(壁用-ち)のガイドの上にななめち向から乗せます(下図〇)。 
次に、ブラケットどうしち側を当てて、同じ角度になるようにし 
ます(下図®)。 

少し左に移動させて左側の突起部をブラケット(壁用-ち)の溝に 
合わせてから、止まるまで下におろします(下図@)。 



7. ブラケットどうしをネジで固定する 

ブラケットの側面上部にあるネジ部を、付属のネジ(短)で左ち2力 
所固定します。 

ドライバーを使用するスペースびないとさなど、やむを得ず両側 
を固定でさない場合も、必ず片側をネジで固定してください。 




























































8. ヒモでスピーカーを壁に固定する 

固定金具に丈夫なヒモ(非付属)を使用して、確実に本機を柱や壁に 
固定してください。また、固定する柱や壁は、スピーカーシステム 
の重量に十分に耐える強度びあることを確認してください。 



• 本機の裏面に取り付けた固定金具を、直接壁に掛けないでく 
ださい。この金具はスピーカー落下防止のため、丈夫なヒモ 
(非付属）を使用してご利用ください。 


別売0のスタンドを使用ずる 


別売りのスピーカースタンド CP - LX 7 日(フ□アスタンド)を使用して床 
に設置することびできます。また、スピーカースタンド CP - LX 7 日 TS 
(テーブルトップスタンド）を使用してラックの上に設置することも 
でさます。 

設置について、詳しくは CP - LX 7 日または CP - LX 7 日 TS の取扱説明書 
をご覽ください。 


仕様 


形式 . 密閉式/防磁設計 ( J 曰 TA ) 

スピーカー 構成 . 2ウェイち式 

ウーファー . 13 cm コーン型 X 2 

トゥイーター .2.5 cm ドーム型 

公称インピーダンス . 6 Q 

再生周波数帯域 . 4日 Hz 〜已日日日日 Hz 

出力音圧レベル . 82 dB 

許容入力 

最大入力 ( JEITA ). 130 W 

ク□スオーバー周波数 .1.7 kHz 

外形寸法 . 175 mm (幅） X 722 mm (高さ ） x 7日 mm (奥行) 

(突起部除く） 

質量 .5.2 kg (1 個) 

付属品 . ブラケット(スピーカー用 • S ) X 2 


ブラケット(スピーカー用 • L ) X 2 
ブラケット(壁用•左） X ] 
ブラケット(壁用•ち） X ] 
ネジ辰） X 8 
ネジ(慰 X 4 
ク IJ — ニン グク□ス X ] 
壁掛け設置用台紙(左 ）X ] 
壁掛け設置用台紙(ち ）X ] 
取扱説明書 
保証書 

ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内 
• 仕様および外観は改良のため予告なく変更することびあります。 




保証期間中 （1 年間)、および保証期間経過後の修理についてはお買い 
上げの販売店、または最寄りのサービスステーションにご相談くださ 
い。所在地、電話番号は別添の「ご相談窓□のご案内•修理窓□のご 
案内」をご覧ください。なお、本機の補修用性能部品の最低保有期間 
は、製造巧切後8年間です。補修用性能部品とは本機の性能を維持す 
るために必要な部品です。 


戸 

はパイオニア（株)の開発した PHASE CONTR 日 L 技術 
を用いて低域の遅れのない高品位日. ] ch サラウンドを実現した製品 
に付与される商標です。 




スピーカースタンド CP - LX 70 
(フ□アスタンド)使用時 


スピーカースタンド CP - LX 70 TS 
(テーブルトップスタンド)使用時 































< 各窓口へのお問い合わせの時のご注意 > 

市外局番 「日日7日」 で始まる y フ U - フ オン及び 「日12日」 で始まる 画フ IJ - ダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について_ 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜9:3 日〜 18:0 日、 ±曜•日曜•祝日9:3 日〜 12:0 日、 13:00-17:00 (弊社休業日は除く） 

♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■,y0070-800-8181 -22 ■一般電話日3— 已49目一298目 

■ファックス 日 3-349 日一己 7] 8 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書をご覧になり、故障かどラかご確認ください。それでち正常に動作 
しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 


受付時間月曜〜金曜9:3 日〜 19; 日日、 ±曜 • 日曜-祝日9:3 日〜] 2; 日日、] 3; 日日〜 18; 日日 （弊社休業日は除く） 

国電言舌 ^。] 2。一已 一8] 028 国一般電言舌。3-已 496-2023 

■ファックス 画 0] 20-已 一8] 日29 

■インター ネッ トホー ム ぺージ http :// pioneer . jp / support / repair.htnnl 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜9:3 日〜]狂日日 （±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■-般電話 日98 - 879 -1910 

■ファックス 098-879- ] 3已2 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30へ 

-]泣日日、±曜 • 日曜-祝日9:3日〜] 2:00、 

13:00-18:00 (弊社休業曰は除く） 

■電話 

^ 日]20— 己一8]09已 

■-般電話日已 38-43 -り 6] 

■ファックス 

画日]20-已- 8] 096 



平成19年已月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


V 0 L 023 










このたびは弊社製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございました。 
インタ—ネツ ト によるお客様登録のお願い 弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 

左記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせ 

http :// pionG 6 r . ip / support / などをお届けいたします。なお左記アドレスは、困ったときのよくある質問や 

^ ^ 各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役 

に立てるサービスの提供を目的としたページです。 
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